
ダ
ル
マ
キ

i
ル
テ
ィ
に
お
け
る
ヨ

i
ガ
者
の
智
の
定
義
に
つ
い
て

木

ホナ

J:f;o 
T叉

彦

は
じ
め
に

私
は
仙
台
か
ら
京
都
に
戻
っ
て
、
「
ヨ

l
ガ
者
に
お
け
る
直
観
と
開
悟
」
を
弊
父
の
勧
め
に
よ
り
『
禅
文
化
研
究
所
紀
要
』
(
山
田
無
文
老
師
喜

寿
記
念
号
昭
和
五
十
二
年
、
『
禅
学
論
孜
』
と
し
て
同
年
出
版
)
に
掲
載
し
た
。
そ
こ
で
は
中
村
元
博
士
が
「
シ
ャ
ン
カ
ラ
に
お
け
る
膜
想
」
、
玉

城
博
士
が
「
原
始
経
典
の
冥
想
試
論
」
を
寄
稿
さ
れ
て
発
行
の
性
格
を
強
く
意
識
し
て
お
ら
れ
た
。
柳
田
聖
山
、
古
田
紹
欽
な
ど
の
先
生
方
に
ま

じ
っ
て
筆
者
も
ダ
ル
マ
キ

I
ル
テ
ィ
の
主
著
『
プ
ラ
マ

1
ナ
・
ヴ
ァ

l
ル
ッ
テ
ィ
カ
』
知
覚
章
の
ヨ

l
ガ
論
を
報
告
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
今
は

そ
の
淵
源
が
『
ニ
ヤ
l
ヤ
ビ
ン
ド
ゥ
』
に
あ
る
こ
と
、
そ
れ
は
ヴ
ィ
ニ

I
タ
デ
i
ヴ
ァ
の
解
説
に
よ
っ
て
現
観
の
体
系
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
、
ヨ

l
ガ
者
の
智
を
「
前
に
説
い
た
」
(
買
お
ロ

E
S
)
と
言
う
を
諸
註
釈
者
が
「
第
一
章
」

(p・5
8包
E
E
章
)
で
あ
る
と
見
倣
す
の
は
誤

解
で
あ
る
こ
と
、
ヴ
ィ
ブ
l
テ
ィ
チ
ャ
ン
ド
ラ
が
デ
ィ
グ
ナ

I
ガ
の
『
プ
ラ
マ

l
ナ
サ
ム
ッ
チ
ャ
ヤ
』
の
ヨ

l
ガ
者
の
知
覚
の
定
義
を
示
唆
す
る

の
も
間
違
い
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
新
知
見
を
持
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
も
う
一
度
主
著
の
定
義
を
見
る
こ
と
か
ら
始
め
て
、
そ
れ
ら
を
開
示
す
る
。

テ
キ
ス
ト
の
原
文
は
省
い
て
、
文
献
情
報
の
み
末
尾
に
纏
め
る
。

-1-

『
プ
ラ
マ
1

ナ
"
ヴ
4

ア
ー
ル
ッ
テ
ィ
カ
』
の
「
ヨ
ー
ガ
者
の
智
」
(
可

O
G
Z
Z
Zヨ
〉
の
定
義

「
前
に
ヨ

I
ガ
者
の
智
を
述
べ
た
。
彼
ら
の
そ
れ
は
修
習
か
ら
成
り
、
分
別
の
網
を
離
れ
て
明
瞭
に
顕
現
す
る
の
で
あ
る
。
」
(
?
・
戸

ω∞
同
)
「
愛

欲
・
憂
い
・
恐
怖
・
錯
乱
・
強
盗
・
(
悪
)
夢
な
ど
で
動
揺
し
た
者
達
は
、
非
実
な
対
象
を
も
現
前
に
在
る
知
く
に
見
る
。
」

(
N
お
)
「
分
別
に
と

り
溶
か
れ
た
者
に
は
明
断
な
対
象
の
顕
現
が
無
い
。
夢
に
で
も
伝
え
ら
れ
る
が
、
夢
の
所
伝
は
実
際
の
対
象
で
は
な
い
。
」

(
M
g
)

「
不
浄
(
観
)

ダ
ル
マ
キ

l
ル
テ
ィ
に
お
け
る
ヨ

l
ガ
者
の
智
の
定
義
に
つ
い
て



木
村

俊
彦

や
(
十
)
遍
(
処

)
(
E
S
Eむ
な
ど
の
非
現
実
も
膜
想

(
σ
F
を
き
か
)
の
力
で
創
り
出
せ
ば
、
〈
明
瞭
な
顕
現
で
無
分
別
(
知
)
〉
と
言
う
。
」

(
N
窓
)

「
だ
か
ら
真
実
も
非
実
も
極
度
に
修
習
す
れ
ば
、
膜
想
に
よ
っ
て
起
る
か
ら
、
そ
れ
は
明
瞭
な
無
分
別
知
の
結
果
に
な
る
。
」

(
M
忽
)
「
そ
の
う
ち

先
に
述
べ
た
実
相
(
四
聖
諦
)
に
対
す
る
正
し
い
認
識
(
司
B
E
E
S
E告
忌
島
)
が
、
修
定
よ
り
起
こ
る
知
覚
と
認
め
ら
れ
、
余
は
錯
乱
し
た
も

の
で
あ
る
。
」

(
N
ま
)

始
め
の
「
前
に
:
:
:
述
べ
た
」
と
あ
る
を
諸
註
釈
は
「
第
一
章
」
(
司
B
E
g
g
E
S
F
章
)
と
し
て
い
る
が
、
「
ヨ

l
ガ
者
の
智
」
と
い
う
術
語

は
な
い
。
既
に
見
た
よ
う
に
(
『
ダ
ル
マ
キ

I
ル
テ
ィ
宗
教
哲
学
の
研
究
』
)
前
半
は
仏
陀
の
智
、
後
半
は
四
つ
の
聖
原
理
(
苦
・
集
・
滅
・
道
)

を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
戸
崎
宏
正
『
仏
教
認
識
論
の
研
究
(
上
巻
)
』
(
昭
和
五
十
四
年
)
脚
注
一
二
二
は
註
釈
を
紹
介
す
る
だ
け
で
、
意
義
を

確
認
し
て
い
な
い
。
こ
の
術
語
が
出
て
く
る
の
は
勿
論
『
ニ
ヤ
l
ヤ
ビ
ン
ド
ゥ
』
知
覚
章
の
次
の
第
十
一
一
縦
で
あ
る
。

「
真
実
の
対
象
の
膜
想
の
究
寛
の
辺
際
よ
り
生
ず
る
ヨ

I
ガ
者
の
智
と
が
(
分
別
を
離
れ
た
正
し
い
知
覚
で
あ
る
)
。
」

『
ニ
ヤ
l
ヤ
ビ
ン
ド
ゥ
』
が
ダ
ル
マ
キ
i
ル
テ
ィ
の
最
後
の
纏
め
と
い
う
フ
ラ
ウ
ワ
ル
ナ
!
の
措
定
は
こ
こ
で
解
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
『
プ

ラ
マ

l
ナ
・
ヴ
ィ
ニ
シ
ュ
チ
ャ
ヤ
』
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
『
恐
怖
な
ど
の
よ
う
に
修
習
の
力
で
顕
現
す
る
知
は
顛
倒
な
く
無
分
別
の
知
覚
菅
島
件
目
F
m
E
)

で
あ
る
。
』

(
Y
N∞
)
聞
所
成
の
知
に
よ
っ

て
惹
き
起
さ
れ
た
決
択
し
た
対
象
を
理
知
の
心
に
よ
っ
て
思
惟
し
て
起
し
た
修
所
成
の
知
が
生
ず
る
時
、
そ
れ
は
恐
怖
等
の
よ
う
に
顕
現
し
て
、

ま
さ
し
く
無
分
別
の
対
象
を
持
つ
知
覚
で
あ
る
。
四
聖
諦
を
現
観
す
る
如
き
は
わ
れ
わ
れ
が
既
に
『
プ
ラ
マ

i
ナ
・
ヴ
ァ
!
ル
ッ
テ
ィ
カ
』
で
論

じ
た
(
?
・
園
リ
お
ふ
)
知
く
で
あ
る
。
」

『
プ
ラ
マ

l
ナ
・
ヴ
ィ
ニ
シ
ュ
チ
ャ
ヤ
』
は
『
プ
ラ
マ

l
ナ
・
ヴ
ァ

i
ル
ッ
テ
ィ
カ
』
の
引
用
が
多
く
、
そ
の
纏
め
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
恐
怖

等
の
不
実
の
知
を
起
す
修
習
を
も
説
い
て
、
四
聖
諦
の
如
き
真
実
の
対
象
を
持
つ
膜
想
と
混
同
し
易
い
文
章
で
あ
る
。
右
記
の
『
プ
ラ
マ

l
ナ
・

ヴ
ァ

l
ル
ッ
テ
ィ
カ
』
の
六
偶
を
指
し
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
註
釈
が
四
聖
諦
を
対
象
に
す
る
ヨ

l
ガ
者
の
智
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
戸
崎
氏
も
、
四
善
根
位
の
体
系
(
媛
・
頂
・
忍
・
世
第
一
法
)
を

少
し
観
察
し
て
い
る
。
そ
し
て
ヴ
ィ
ニ

I
タ
デ
l
ヴ
ァ
の
『
ニ
ヤ
i
ヤ
ビ
ン
ド
ゥ
釈
』
に
、
ヨ

l
ガ
者
の
智
を
世
第
一
法
か
ら
生
ず
る
も
の
と
脚

っ“



注
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
は
ダ
ル
モ

l
タ
ラ
の
註
解
と
大
変
異
な
る
。
彼
は
言
う
。
「
〈
膜
想
の
究
寛
〉
(
宰
を
S
S
E
-
S門

田

ES)
と
は
膜
想

対
象
を
顕
現
す
る
知
が
明
瞭
に
な
る
発
端
(
昨
日
ロ
罫
各
)
で
あ
る
。
〈
究
寛
の
辺
際
〉
(
司
向
苫
E
各
)
と
は
、
明
瞭
化
(
∞

Z
Z刊か
σ
E言
。
自
)
が
少
し

く
不
完
全
な
こ
と
。
明
瞭
化
が
不
完
全
な
限
り
そ
れ
は
究
寛
に
向
か
っ
て
進
む
。
し
か
し
完
成
す
れ
ば
そ
れ
は
も
は
や
究
寛
に
向
か
う
こ
と
は
な

い
。
だ
か
ら
完
成
の
状
態
よ
り
前
の
状
態
が
〈
明
瞭
化
す
る
究
寛
の
辺
際
〉
と
呼
ば
れ
る
。
そ
の
辺
際
か
ら
生
じ
て
現
前
す
る
も
の
の
知
く
に
膜

想
対
象
の
一
層
明
瞭
な
相
を
把
捉
す
る
智
が
〈
ヨ

i
ガ
者
の
智
〉
で
あ
る
。
」

こ
れ
は
「
辺
際
」
を
「
究
寛
」
の
ベ

i
ス
と
し
て
捉
え
、
「
世
第
一
法
」
と
い
う
四
善
根
位
の
終
極
と
見
て
い
な
い
。
市
る
に
、
ヴ
ィ
ニ

i
タ

デ
l
ヴ
ァ
は
〈
ヨ

l
ガ
者
の
智
〉
の
定
義
を
現
観
の
体
系
か
ら
説
い
て
い
る
。
渡
遺
照
宏
訳
(
『
イ
ン
ド
古
典
研
究
』

I
、
目
当
C
)

も
あ
る
が
、

g
c
g
E
の
蔵
訳
テ
キ
ス
ト
か
ら
重
訳
す
る
。
「
〈
真
実
〉
と
は
不
顛
倒
の
意
味
で
、
四
聖
諦
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
修
習
す
る
の
が
〈
真
実
の

対
象
の
修
習
〉
で
、
そ
の
究
寛
が
〈
真
実
の
対
象
の
修
習
の
究
寛
〉
で
あ
る
。
即
ち
念
処
と
媛
と
頂
と
忍
の
境
地
で
あ
る
。
そ
の
辺
際
が
〈
真
実

の
対
象
の
修
習
の
究
寛
の
辺
際
〉
で
あ
り
、
辺
際
と
は
つ
ま
り
(
世
)
第
一
法
で
あ
る
。
」
ヴ
ィ
ニ

l
タ
デ
l
ヴ
ァ
に
依
る
と
、
「
辺
際
」
と
は
四

善
根
の
終
極
で
あ
る
世
第
一
法
で
あ
り
、
要
す
る
に
ダ
ル
マ
キ

i
ル
テ
ィ
は
現
観
(
与
E
E
B
a島
)
の
膜
想
体
系
を
念
頭
に
置
い
て
、
ヨ

l
ガ

者
の
智
を
定
義
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

尚
、
不
浄
観
は
骨
鎖
観
な
ど
の
よ
う
に
人
間
の
不
浄
・
腐
敗
す
る
様
を
観
想
し
て
離
欲
の
助
け
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
有
部
系
の
禅
経
が
早
く

に
中
国
に
伝
訳
さ
れ
て
そ
れ
ら
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
地
遍
処
や
水
遍
処
は
有
部
や
『
ア
ビ
ダ
ル
マ
コ

l
シ
ヤ
』
に
も
言
わ
れ
る
が
、
分
別
上

座
部
で
は
十
遍
処
(
含

s
k
z
g三
円
自
吉
仲
)
と
し
て
現
に
ヨ

I
ガ
の
方
法
論
に
な
っ
て
お
り
、
ブ
ッ
ダ
ゴ
!
サ
の
『
ヴ
ィ
ス
ッ
デ
ィ
マ
ッ
ガ
』
に

拠
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
は
、
不
実
の
対
象
を
修
習
す
る
も
の
と
し
て
忌
避
し
た
。
不
浄
観
に
つ
い
て
は
『
修
行
道
地
経
』

や
『
達
摩
多
羅
禅
経
』
の
他
、
『
阿
毘
達
摩
大
毘
婆
沙
論
』
巻
四
十
、
『
雑
阿
毘
曇
心
論
』
巻
九
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

現
観
ヨ

l
ガ

「
真
実
の
対
象
」
(
喜
宮
常
任
岳
)
と
は
四
聖
諦
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
修
習

P
E
g
s
)
は
仏
教
行
道
論
の

「
分
明
な
る
覚
悟
」
(
荻
原

ダ
ル
マ
キ

l
ル
テ
ィ
に
お
け
る
ヨ

l
ガ
者
の
智
の
定
義
に
つ
い
て

3 



木
村

俊
彦

雲
来
、
己
O
R
S門

田

g
E
E
S
m
H
H
モ
ニ
エ
ル
辞
典
)
、
四
聖
諦
現
観
の
こ
と
に
な
る
。
問
題
は
ダ
ル
モ

l
タ
ラ
が
「
辺
際
」

Q
R
U記
毘
島
)
を
、
頂
上

に
辿
り
着
く
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
の
よ
う
に
解
釈
し
た
こ
と
で
、
職
伽
行
派
の
伝
統
を
惹
く
ヴ
ィ
ニ
!
タ
デ
I
ヴ
ァ
が
註
釈
し
な
け
れ
ば
、
折
角
の

ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
の
多
く
は
な
い
ヨ

i
ガ
論
が
埋
没
し
て
し
ま
う
所
で
あ
っ
た
。
ダ
ル
モ

l
タ
ラ
は
カ
シ
ユ
ミ

l
ル
王
統
譜
『
ラ

l
ジ
ャ
タ
ラ

ン
ギ
ニ

l
』
で
讃
え
ら
れ
た
。
年
代
は
八
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
に
か
け
て
と
フ
ラ
ウ
ワ
ナ

i
に
推
定
さ
れ
、
シ
ュ
タ
イ
ン
ケ
ル
ナ
l
の
研
究
で
、

ダ
ル
モ

l
タ
ラ
は
ア
ル
チ
ャ
タ
と
シ
ュ
バ
グ
プ
タ
の
弟
子
で
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
。
哲
学
的
論
理
学
的
伝
統
を
カ
シ
ュ
ミ
l
ル
に
伝
え
た
が
、
ヴ
ィ

ニ
i
タ
デ
l
ヴ
ァ
は
『
中
辺
分
別
論
疏
』
、
『
唯
識
二
十
論
』
、
『
唯
識
三
十
頒
疏
』
、
ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
の
『
他
者
存
在
の
証
明
』
に
複
註
を
加

え
た
人
で
、
職
伽
行
派
の
伝
統
を
知
悉
し
て
い
る
。
ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
の
現
観
ヨ

1
ガ
論
を
知
る
為
に
は
ヴ
ィ
ニ

l
タ
デ
l
ヴ
ァ
に
依
っ
て
現

観
ヨ

l
ガ
論
を
繕
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ダ
ル
マ
キ

l
ル
テ
ィ
が
直
接
こ
れ
を
学
ん
だ
の
は
『
ア
ビ
ダ
ル
マ
コ

l
シ
ヤ
』
の
第
六
章
(
冨
昨
関
与
E
m包
自
町
仏
お
各
H

道
人
論
)
で
の
現
観

論
に
お
い
て
で
あ
ろ
う
。
「
世
俗
の
第
一
法
に
続
い
て
無
漏
の
法
忍
が
欲
界
の
苦
に
対
し
て
生
ず
る
。
こ
こ
に
お
い
て
そ
れ
か
ら
法
智
が
、
同
様

に
し
て
余
の
界
の
苦
に
対
し
て
類
忍
と
類
智
が
生
ず
る
。
他
の
三
諦
(
集
・
滅
・
道
)
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
以
上
の
こ
れ
ら
十
六
心
が
聖

諦
現
観
で
あ
り
、
三
種
類
在
る
。
謂
ゆ
る
見
・
縁
・
所
作
で
あ
る
。
そ
れ
は
(
世
)
第
一
法
と
同
一
の
地
で
あ
る
。
(
智
の
因
た
る
)
忍
と
智
は

次
第
の
知
く
に
直
接
の
解
脱
の
道
で
あ
る
。
」

S
F〈
F
M
g
l
N
E
)

乙
れ
以
前
の
第
十
七
備
で
ヴ
ァ
ス
パ
ン
ド
ゥ
は
、
無
常
・
苦
・
空
・
無
我
の
観
法
な
る
菩
聖
諦
の
順
解
脱
分
を
挙
げ
た
後
、
四
善
根
位
の
順
決

択
分
を
言
う
。
〈
媛
〉
な
る
善
根
、
〈
頂
〉
な
る
善
根
、
〈
忍
〉
な
る
善
根
、
及
、
び
〈
世
第
一
法
〉
な
る
善
根
で
あ
る
。
最
初
は
迷
惑
の
薪
を
焼
く

謂
で
あ
る
か
ら
〈
熱
〉
と
訳
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
四
聖
諦
を
観
察
し
て
苦
等
の
十
六
相
を
修
習
す
る
と
さ
れ
る
。
下
・
中
・
上
品
と
上
っ

て
頂
き
に
至
る
に
例
え
て
言
う
。
同
様
に
し
て
成
満
し
て
決
択
す
る
故
に
〈
忍
〉
と
言
う
。
か
く
し
て
ヨ

l
ガ
者
は
成
満
し
て
世
第
一
法
に
達
す

る
の
で
あ
る
。
世
第
一
法
に
至
る
ま
で
守
を
包
括
E
S
R
g
S
)
を
加
行
道
と
し
て
説
い
た
と
し
て
、
知
上
の
偶
に
入
る
(
司
・
泣
か
l
)
。
見
道
と

修
道
と
し
て
は
第
十
五
剃
那
ま
で
が
見
道
で
、
第
十
六
利
那
に
道
類
智

(B常
m
o
d
s可
&
E
E
B
)
に
達
す
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
『
ニ

ヤ
l
ヤ
ビ
ン
ド
ゥ
』
の
言
う
「
究
極
」
(
官
島
民
田

E
3
q
g
E廿
)
は
四
善
根
位
の
最
終
段
階
と
い
う
意
味
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
加
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行
道
に
在
る
者
が
「
ヨ

l
ガ
者
」
(
ち
m乙
で
あ
る
。
「
現
観
」
の
語
は
「
浬
繋
を
指
向
す
る
正
覚
」

(
E
2
8
S
E自
己
W
H

墨田
S
3
5。
昏
島
占
・
芯
∞
.

5
と
同
じ
意
味
だ
と
、
ヴ
ァ
ス
バ
ン
ド
ゥ
は
言
う
が
、
勿
論
「
正
等
覚
」
(
∞
日
恒
三
∞

B
E
E
S
)
と
い
う
仏
智
と
は
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

相
応
パ

l
リ
(
ビ
ル
マ
|
タ
イ
版
)
に
始
め
て
出
て
く
る
「
現
観
相
応
」
で
、
正
見
を
具
足
す
る
聖
弟
子
で
現
観
に
達
せ
る
人
(
与
E
Z
E
2雪
山
)

は
法
の
眼
(
昏
B
B
R
ω
再
冨
)
、
つ
ま
り
法
現
観
(
込
町
自
旨
怠
E
S
B
a。
)
を
得
た
と
評
さ
れ
る
。
更
に
マ
イ
ト
レ

l
ヤ
に
は
「
思
現
観
」
、
「
信

現
観
」
、
「
戒
現
観
」
な
ど
と
命
名
さ
れ
る
。
勿
論
ヴ
ァ
ス
バ
ン
ド
ゥ
以
前
に
こ
の
よ
う
に
マ
イ
ト
レ

i
ヤ
が
有
部
の
伝
統
を
発
展
さ
せ
て
、
現
観

の
体
系
か
ら
般
若
経
を
科
段
し
た
『
現
観
荘
厳
論
』
を
著
わ
し
た
。
こ
の
中
で
「
究
寛
」
(
司
g
w
g
g
f
)
の
語
は
、
最
後
の
流
通
分
の
偏
に
出
て

く
る
。E

-
a
g宮
恒
冨
仲
買
唱
。

m
g
g宮
島
問
∞

F
S
E門

田

g
z
w
E
B島
¥
S
S
F田町内
FP
富
島
己
志
E
m
g
q
g
u記
廿
ち
舎
宝

E
s
u
m同
島
与
と
己
田
宮
吉
田
丘
S
3
F
o
g廿

3
3
m
$
2
5
5
ω
片
品
¥
島
冨

B
m
w
p可
8
E
S
E
5
2
3
2
5島
町
宝

F
2
8
5与
と

渡
遺
照
宏
「
調
伏
天
造
正
理
一
滴
論
釈
和
訳
」
の
脚
注
十
四
に
、
ハ
リ
バ
ド
ラ
が
『
と
。
E
』
で
、
「
一
切
相
現
等
覚
を
得
た
者
に
は
今
や
終
極

右

g
w向
島
岳
民
三
豆
島
)
の
証
得
あ
る
故
に
、
頂
現
観

(B旨
舎
か
σ
E
s
s
a
m
C
)
を
説
く
べ
し
」
と
述
べ
て
い
る
(
君
。
mFRP-u・JEU)
と
言
う
が
、

磯
田
照
文
先
生
は
四
種
順
決
択
分
と
は
無
関
係
と
さ
れ
た
。
ヴ
ィ
ニ

i
タ
デ
l
ヴ
ァ
は
ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
の
「
他
者
の
存
在
の
証
明
」
に
も
註

解
を
加
え
て
お
り
、
職
伽
行
唯
識
派
の
伝
統
か
ら
ダ
ル
マ
キ

I
ル
テ
ィ
を
解
釈
す
る
人
で
あ
る
。
か
く
て
ダ
ル
マ
キ
!
ル
テ
ィ
の
言
う
「
究
極
の

辺
際
」
は
順
決
択
分
の
終
極
で
あ
る
世
第
一
法
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
ヨ

l
ガ
者
の
智
は
見
道
か
ら
修
道
へ
続
く
も
の
で
あ
る
。
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余

論先
に
見
た
よ
う
に
ダ
ル
マ
キ
!
ル
テ
ィ
が
「
前
に
説
い
た
ヨ

i
ガ
者
の
智
」
と
言
う
を
マ
ノ

i
ラ
タ
ナ
ン
デ
ィ
ン
は
第
一
章
(
宗
教
章
)
を
指

す
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
書
写
し
た
ヴ
ィ
ブ
l
テ
ィ
チ
ャ
ン
ド
ラ
は
、
デ
ィ
グ
ナ
l
ガ
の
主
著
『
プ
ラ
マ

I
ナ
サ
ム
ッ
チ
ャ
ヤ
』

Y
S
「ヨ

I

ガ
者
ど
も
の
知
覚
は
師
の
教
説
と
交
わ
ら
ざ
る
、
対
象
の
み
を
観
照
す
る
も
の
だ
」
と
言
う
箇
処
の
自
註
、
「
ヨ

l
ガ
者
ど
も
の
知
覚
も
聖
典
の

分
別
と
交
わ
ら
な
い
、
対
象
の
み
を
観
照
す
る
も
の
で
あ
る
」
を
こ
こ
で
引
用
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
明
ら
か
に
〈
四
聖
諦
現
観
〉
の
内
容

ダ
ル
マ
キ

l
ル
テ
ィ
に
お
け
る
ヨ

l
ガ
者
の
智
の
定
義
に
つ
い
て



木
村

俊
彦

と
矛
盾
し
て
い
る
。
後
者
は
「
師
の
教
示
の
修
習
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
尚
、
修
習
(
罫
雪
g
p
)
と
は
「
成
る
」
(
久
l
z
p
)
の
名
調
「
存
在
」
(
喜
雪
各
)

の
使
役
形
で
、
膜
想
に
よ
っ
て
自
己
を
そ
の
内
容
に
成
ら
せ
る
謂
で
あ
る
。
デ
ィ
グ
ナ

i
ガ
の
定
義
は
直
観
を
強
調
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
ダ
ル

マ
キ

l
ル
テ
ィ
は
自
証
知
や
ア
ポ

I
ハ
的
判
断
知
(
正
し
い
言
語
表
現
)
と
共
に
四
聖
諦
現
観
の
修
道
を
知
覚
(
官
巳
苫
E
E
B
)
に
含
め
て
、

認
識
論
と
宗
教
論
を
豊
か
に
発
展
せ
し
め
た
。
木
村
『
ダ
ル
マ
キ

I
ル
テ
ィ
に
お
け
る
哲
学
と
宗
教
』
(
平
成
十
年
、
大
東
出
版
社
)
を
参
照
さ

れ
た
い
。

文
献
一
覧

(
1
)
P
E
S号
官
房
自
yoeEσ
ユ
・
密
度
々
さ
5
2
5
E
B色
。
言
。
田
町
民
自
己
C
ユ∞
g
m
g
O
R
S
∞
。
。
ぽ
予
〈
。

--M少
宮
山
ー
ド

E

g

S∞
)
・
東
北

大
学
図
書
館
所
蔵
の
雑
誌
を
磯
田
先
生
か
ら
拝
借
し
た
も
の
。

(
2
)

蔵
訳
は

H
〈
皇
P
E
R
S
E
=
r
P
5
8
2
E
t
a岱

F
H
岡
山

1
8
y
g
q島
田
吉
田
ヨ

8
3ま

)
ψ

匂
・
は
一
手
に
依
る
。

(
3
)

木
村
訳
は
『
ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
宗
教
哲
学
の
研
究
』
(
昭
和
六
十
二
年
)
所
収
の
二
三
二
頁
参
照
。

(
4
)

円
・
号
宮
〈
包
-
3
3
5
5
u
d
σ
2
2
犀
吉
田
E
Z
D
え
忌

o
Z
Z苫
E
E
Z
え

U
Z
B島
百
三
吾
号
。
内
。
呂
田
g
g
w
え

5
E
S仏
0
5
内乱
2
5
3
0
H
℃・さ・

東
北
大
所
蔵
本
。

(
5
)

藤
吉
慈
海
「
ラ
オ
ス
の
僧
院
ー
ー
そ
の
膜
想
法
を
中
心
と
し
て
|
|
(
『
禅
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
、
昭
和
四
十
四
年
)
、
同
師
「
タ
イ
l
ビ
ル
マ

に
お
け
る
膜
想
法
」
(
『
印
悌
研
究
』

ElM)
も
参
照
。

(
6
)

〉

σ
E
§
g
gぎ
の
与
E
田
町
苫
え
〈
宮
口
σ
s
s
p
a
-
s
-
v
-
F包
v
g・
3
冒
と
ま
吋
ゆ
問
者
・
足
。
|
凶
巴
・

(
7
)

富
島

g
g
m弘
氏
、
同
ぜ
官
官
切
包
内
陸
型

g
g
M凶。。唱〈。
---N2E(回
gmwow
回・開

-MUUH
山内・開

-N。
。
∞
)
。
タ
イ
王
室
か
ら
わ
れ
わ
れ
が
寄
贈
を
受
け
た
パ

i

リ
聖
典
で
、
ブ
ッ
ダ
ジ
ャ
ヤ
ン
テ
ィ
の
年
に
ビ
ル
マ
で
編
集
さ
れ
、
そ
れ
を
基
に
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
処
理
で
先
般
バ
ン
コ
ク
か
ら
出
版
さ
れ
た
。

(8)

〉

σ
E
5
5可
舎
宗
旨
ω
ロ
常

EHVHabSP同5
5宮
号
の
お
皆

S
・
a-SHH・
H・∞
R
F
q
e
s
-
8
2
E肘
-
o
g
S
E
R
F
S
E
m
E
E
S
P
℃・凶∞・

(
9
)
(
8
)
の
偶
の
解
釈
を
磯
田
照
文
先
生
に
教
わ
っ
た
の
で
付
記
す
る
。
「
一
切
相
等
の
三
智
の
特
相
、
そ
の
実
修
(
一
切
相
現
等
覚
)
、
そ
の
最
勝

(
回
以
同
停
向
島
各
頂
現
観
)
、
そ
の
次
第
(
次
第
現
観
)
、
そ
の
究
極
(
口
正
吾
酌
一
利
那
現
観
)
、
そ
の
一
切
智
の
成
熟
(
法
身
現
等
覚
)
と
が
、
八
現

観
と
は
別
の
六
種
の
現
観
の
摂
義
で
あ
る
。
三
智
の
対
象
、
そ
の
作
因
た
る
四
種
の
実
修
、
果
報
た
る
二
十
七
事
業
を
伴
な
え
る
法
身
と
が
、
八
現

観
と
は
更
に
別
の
三
種
の
摂
義
で
あ
る
。
」
(
門
戸
君
。
∞

F
R
P〉
σEssap-m砕
か
同
包
。
wpHU・3N)

本
稿
の
趣
旨
か
ら
、
『
ニ
ヤ
l
ヤ
ビ
ン
ド
ウ
』
は
主
著
よ
り
先
に
造
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
、
フ
ラ
ウ
ワ
ル
ナ

I
博
士
の
言
う
「
最
後
の
纏
め
」
と
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い
う
観
点
(
ロ
ぽ
凹

E
5
E嘉
吉
仏
関
口
片
言
。
E
E∞
仏
司
君
。
円
宮
口
町
民
自
停

E
F
3
3
)
は
否
定
さ
れ
た
。
な
お
同
博
士
〉
E
E
F
Bロ
B
E島
g
国
-
u
q

〉
σ
5
5
a君
主
島

(
5
8
2
N
O仲
間
宮
町
民
コ
寄
与
丹

o
p
E
O
∞
E
E
W
E・
E
・
-
戸
石
三
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
叩
)
蔵
訳
は
目

EEHFRO
回
忌
昏
5
3
(
3
5
)
に
て

E
-∞
RVO号
器
w
E
が
出
版
。
北
川
秀
則
「
他
我
存
在
の
一
証
明

i
l∞
富
同
官
官
密
告

E
E
の

紹
介
l
l
1
」
(
『
文
化
』
第
十
八
巻
三
号
、
昭
和
二
十
九
年
)
参
照
。

(

日

)

同

4
5
8皇
官
房
君
主
え
冨

S
2
s
s
s
E
主
任
任
。

z。
g
a
5
5
E
S
E
E
-
o
e
E
S
H
F
∞
B
E
d
S告
白
(
臣
こ
。
ロ

B
色
え
雪
国

E
R
B仏

。江田

E
H
U
E向。
F
r
s
q
u
〈
。
-
∞
・
単
一
民
一
一
N
少

E
E
H
3∞
l
Sき
)
唱
甘
い
。
凶
唱
ロ

-
H
-
P
E
E
2
5
5
2昌
生
冨
の
蔵
訳
は
東
北
大
学
図
書
館
蔵
デ
ル
ゲ

版
Z
0・
お
宝
(
マ
イ
ク
ロ
フ
イ
ツ
シ
ユ
本
)
の

5σ
ゆ
吋
・
こ
の
コ
ピ
ー
に
つ
い
て
東
北
大
学
付
属
図
書
館
の
職
員
の
お
世
話
に
な
っ
た
。

付
記

ス
テ
ィ
ラ
マ
テ
ィ
は
ヴ
ア
ス
パ
ン
ド
ゥ
の
『
唯
識
論
三
十
頒
』
の
第
二
十
五
倍
の
最
後
の
句
を
引
い
て
「
そ
れ
が
唯
識
性
な
り
と
い
う
こ
と
は
、

現
観
が
説
か
れ
て
い
る
」
と
注
記
し
た
。
見
る
も
の
と
見
ら
れ
る
も
の
の
不
一
二
体
は
、
対
象
は
名
の
み
に
て
唯
心
に
穏
坐
す
る
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
前
者
が
引
用
す
る
出
典
不
明
の
「
名
に
お
い
て
穏
坐
す
る
」
(
ロ

E
E
江
田
町
吾
註
)
云
々
は
、
野
沢
静
証
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
意
味
の
上
か
ら

は
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
第
六
章
の
前
半
五
倍
が
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
ヴ
ァ
ス
パ
ン
ド
ゥ
が
そ
れ
を
、
現
観
の
体
系
と
結
び
付
け
て
解
説
し
て
い
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ヨ

l
ガ
に
よ
る
唯
心
性
の
悟
入
は
、
対
象
を
名
の
み
(
互
宮
田
容
各
)
と
観
ず
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
が
、
現
観
の
体
系
か
ら

は
、
聞
と
思
か
ら
成
る
順
解
脱
分
か
ら
入
り
、
順
決
択
分
の
一
、
媛
位
、
二
、
頂
位
、
三
、
忍
位
、
と
菩
薩
の
加
行
道
は
昇
り
、
四
、
世
第
一
法
で

唯
心
さ
え
も
空
で
あ
る
と
見
性
す
る
の
が
法
界
の
現
証
で
あ
る
と
す
る
。
謂
わ
ゆ
る
所
依
の
転
換
は
修
道
位
に
お
け
る
究
寛
道
で
、
事
実
上
の
仏
智

で
あ
る
。
ダ
ル
マ
キ

l
ル
テ
ィ
が
「
ヨ
1
ガ
者
の
智
」
と
言
っ
た
の
は
四
の
こ
と
で
あ
り
、
「
修
所
成
の
智
」
に
な
っ
て
い
る
。
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DHARMAKIRTI ON恥1EDITATION

木

Toshihiko KIMURA 
村

俊

Dh紅makirti(c. 550 -620) related a general definition of the intellect of meditator in the chapter 彦

of intuition (pratyaksham) of his magnum opus， the Pram句avarttika.His statement as for it is as 

fo11ows: 

“Formerly we have defined the inte11ect of yogins (yogin抑 j負如am).Their inte11ects consist 

of meditation (bhavanおnayam)and app即 clearly抑制ngfrom the secular judgments. (281) 

Men who fluctuate being caused by love， sorrow， fear， madness， robber， dream and so on see 

unreal objects as existing in front of him really. (282) 

Men who are bound by secul紅 judgments(vikalpa1;t) cannnot see real things. Dreams present 

figures， but they are not real things. (283) 

Meditated unreal corrupt body，白11of e紅白 (p凶ivDand so on are called clear app悶 'encesand 

free from judgment if they occur by the power of meditation. (284) 

Therefore， in case men meditate vigorously real and unreal things as outcomes of intuition， it is 

an outcome of inte11ct of non-judgment (akalpadhlphalam). (285) 

1n them the right cognition which we stated formerly as having real 0句ectsis批 intuition

from meditation and the other cognitions are confused." (286) 

These statements present出esame meaning as that of karika 281. The intuition means non-

judgment and the object is devided into real and unreal one. What occurs from meditation is 

divided also into real and unreal. Dharmakirti doesn't acknowledge yoga medthods of 

sthaviravadins， e.g. meditations of co汀uptbody， full of clay and so on. He presupposes the 

abhisamaya meditation which is a住aditionof the vijnana school. 

The statement that formerly we have defined the inte11ect of yogins doesn't mean the 

Pramal.1asiddhi chapter supposed by a11 the commentators， but presupposes the Nyayabindu， 1 ， 

11 as runs : 

“The. fourth intuition is the inte11ect of yogins produced from culminational 

(prak:arshaparyantajaー)meditation on a true 0吋ect."Vinltadeva made this annotation relative to 

clear understanding (abhisamaya1;t) . Dharmottara constructed the word 'prakarshap町 antaja-'as 

from a base camp for a summit of mountain. He was a logician but not a scholar of the v討nana

school. 'True object' means the four noble truths (catvary aryasatyani). These principles are 

argued adequately in the latter half of the Pramal.lasiddhi chapter. The abhisamaya yoga is stated 
in the sixth chapter of the Abhidharmakoca by Vasubandhu. Vinitadeva annotated the 

culminational meditation as the laukikagradharma. The abhisamaya meditation on the four noble 

truths or their sixteen phases are divided into heat (ushl.1a1;t)， summit， stoutness (ksh加til;t)and 

top stage (agradharma1;t) . Sthiramati also annotated the state of 'consciousness only' by the stages 

of abhisamaya meditation on血eMahayanasutralarikara of Maitreya. 
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